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ポ ッ ツ 模 型 の 木目車云移
一 特に反強磁性相互作用について -
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S/N 四角近似 高温展開 モンテカルロ
2 0 1.385 (2) 1.15 1.135
3 く1/2)ln2 0.652 (2) パラ パラ































05 1･○ 好 物
(b) 秩序変数とゆらぎ 図3.スピン分布の温度変化
ここでは､秩序変数を正確に定義 し･そのゆらぎのサイズ依存性から秩序相の性格を粛
べた｡q=3の場合各モンテカル ロ･ステップ,tでの状慮 Jを占めている割 り合いを
p♂くt)として･2つの秩序変教を
;21('t,'=;[',t2(:,;_lp:: H p3't日
と定義するqp- + p2 + p3 -1であるから･この2つの秩序変数は独立になる｡う I
は 1軸性の秩序を表わすのに都合がよい｡パラ相では両秩序変数が零になる｡完全な秩序
相をこの2変数 (うー,~～2)であらわすと (i,0)､ ト 1/ 2,vri/2)または
ト 1/2･T/3b/ 2)と表わされる｡それぞれ､ pl=1,｡2 =1またはp｡ =1に
対応する｡
A,B副格子のスピン分布は逆になっているので､反強磁性的な相を特長ずける秩序変
数として ∈l ≡喜(圭 ら…'
･2≡喜(∈言-∈…)
をとればよい｡この秩序変数の許される範囲は正六角形で表わされる0















至Q-(r) i I: (吉,d ~ 2+n rd~l dr- - L2-m .- N- i,,d,
となる｡長距離の秩序があれば､










































ちx-浅 くpl･ p2 - p3-P4)
･y-義 (pl-P2 - p3+ p4)
ちZ-義 (p1-P2･ p3- p｡)
を用いる｡反強磁性の秩序変数として･yx~- (1/2) (/qxA 一 首xB) とすれば､ゆら
ぎ< (首x~)2 +(うり- )2 +(一∫z-)2>を求め､図8に示すように､サイズ依存性を調











o oJ I'O '･S kl/gjl
図6.単純立方格子 q-4の比熱の温度変化
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